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マネジメントシステムマネシメント

▼
●経営者自らの責任で ど
‐・ヽう― alatで
どのような方法で連と

を進めていくかを決め

樋lt全体をBjかしてい

くことです

●経営者としてやらねばな

らFFい性,と いえます

0マ ネツメントのない担臨

はどいといえます

V
●マネジメントをうまく遠めるための社内の位IB
ルのことです

o基 本的には仕組みそのものはひとつです」 切

□としては 8質 凛塊 安全崎生好 いくつか
あります

労●ヨ全寄生●■に日すると

口みtr「カロョ登"生 マネツ

メン膨 ステムJです.

▼

0社 内にマネツメントシス

テムを作0あ |するほのよ

りところとなるものです

●ガイトラインの作成者は

帥 ヨ帥 細

身●安全何生●■
に口するとBみを

や●いのよりどこ
うど「"● 宝全宙
堂マネツメントシ
ステム"イ ドライ
ンJです.

●陸運集においては 交通労詢災書や市役運搬作業に伴う労働災書が繰り返され 今な

お多数の労働者ら鞭 史してしヽます。

●このような労的災書をなくし 再び起こさないようにしていくこと すなわち 労働突言

を積極的に予防していくことが求められています。

0こうした目的に沿つて開発された事業運営と一体となつて実樋運用さllる仕組みが陸

速業のための「労働費全衛生マネジメントシステムJです。
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組 織 的 管 理 の 推 進

目主的な安全聞生営理の促遺

漕在的危険性の除去・低減



労白安全衝生マネジメントシステムは、,黎 者の■Iに おいて導入し、,
お のもとに推としていくことが大切です。
したがつて、ます、トップ自ら壊 定の要明をしましょう。

鰍 獣 言所島雷食旨合
の彗8となる①～Oの事項を定め、
:付したMに ついては労■子の意見

を反政するようにしましょう。

①安全衛生方針の表明

0安 全摘堂目標の捜定※

0値機、翻 0特定、細 1鴻たの手順の作成

0案 急事態への対応

O宝 全崎堂酎自の作成米

⑥受全崎と‖目の実臨起用OFBの 最定※

0日 常的な点検及び改善尊の手日の段定

O文 書者理手順の町定

0シ ステム監登手順の作咸

018日 の理備

導入に必要な作業の表お、支■の作成害を担当する書害を確保しましょう。

労白費全師生マネジメントは、自社の安全的生管理を母体として行います
0で 、自社内の安全衝生の実情を把担することからはじめましょう。

自室点機活果を時まえ、労白安全的生マネジメントのむ入に当たつて来お
すべきM● をほ理したうえて、導入スケジュールを組み立てましょう。


